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私
の
好
き
な
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹

岡

泰

通

 

花
菖
蒲
を
栽
培
し
始
め
て
二
十
五
年

余
り
が
過
ぎ
た
。
花
菖
蒲
の
実
生
は
し
て

い
な
い
が
、
鉢
栽
培
を
続
け
る
一
方
、
各

地
の
花
菖
蒲
園
を
何
度
も
見
学
し
て
き

た
結
果
、
私
の
好
き
な
花
も
固
ま
っ
て
き

た
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
を
思
い
つ
く
ま
ま

に
記
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

① 

鶴
の
毛
衣 

 

江
戸
古
花
。
純
白
。
三
英
中
輪
。
松

平
菖
翁
作
。
芯
が
勢
い
よ
く
立
ち
、
品

格
が
あ
る
。
葉
も
剣
葉
で
葉
姿
も
よ
い
。 

② 

友
鶴 

 

肥
後
系
。
純
白
。
三
英
中
輪
。
西
田

一
声
作
。
芯
が
よ
く
整
い
、
気
品
が
あ

る
。 

           

③ 

澄
心 

 

肥
後
系
。
純
白
。
三
英
中
輪
。
平
尾

秀
一
作
。
芯
が
よ
く
整
い
、
気
品
が
あ

る
花
。 

④ 

浮
寝
鳥 

 

江
戸
系
。
純
白
。
三
英
大
輪
。
平
尾

秀
一
作
。
芯
が
深
く
お
お
ら
か
に
垂
れ
、

落
ち
着
い
た
気
品
が
あ
る
。 

⑤ 

白
燈 

 
純
白
。
六
英
大
輪
。
三
重
県
津
市
の

伊
勢
花
菖
蒲
園
や
京
都
府
立
植
物
園

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
が
、
品
種
の
由
来

は
分
か
ら
な
い
。 

 

花
弁
は
丸
く
お
だ
や
か
に
垂
れ
、
椀

形
に
ゆ
っ
た
り
と
咲
い
た
姿
は
、
品
位 

           

が
あ
る
。 

⑥ 

曙
光 

 

伊
勢
系
。
薄
い
ピ
ン
ク
に
濃
い
ピ
ン

ク
の
細
い
筋
が
ひ
か
え
目
に
入
る
。
開

花
二
日
目
に
は
花
弁
全
体
が
白
色
に

近
く
な
る
。
三
英
中
輪
。
富
野
耕
治
作
。

品
位
の
あ
る
美
花
。 

⑦ 

九
十
九
髪
（
一
頁
参
照
） 

 

江
戸
古
花
。
白
地
に
青
紫
の
細
脈
が

入
る
。
六
英
中
輪
。
松
平
菖
翁
作
。
平

咲
き
で
芯
も
白
く
、
さ
わ
や
か
な
美
花
。 

⑧ 

夕
富
士
（
一
頁
参
照
） 

 

肥
後
系
。
白
地
に
淡
紅
の
刷
毛
目
ぼ

か
し
。
六
英
大
輪
。
伊
藤
東
一
作
。
芯

が
白
く
、
上
品
で
、
嫌
味
が
な
く
、
飽

き
の
こ
な
い
花
で
あ
る
。 

⑨ 

五
月
晴
（
一
頁
参
照
） 

 

江
戸
古
花
。
白
地
に
底
薄
紅
ぼ
か
し

に
紅
の
ご
く
細
い
脈
が
入
る
。
六
英
中 

           

輪
。
芯
が
白
く
、
美
し
い
。 

⑩ 

姫
鏡 

 

肥
後
系
。
明
る
い
ピ
ン
ク
。
六
英
中

輪
。
平
尾
秀
一
作
。
花
形
も
よ
く
整
う
。

芯
も
白
く
、
爽
や
か
な
美
花
。 

⑪ 

故
郷
の
春
（
一
頁
参
照
） 

 

江
戸
系
。
明
る
い
ピ
ン
ク
地
に
薄
い

紅
筋
が
入
る
。
三
英
中
輪
。
伊
藤
東
一

作
。
群
植
し
た
こ
の
花
を
眺
め
て
い
る

と
、
素
朴
で
暖
か
い
雰
囲
気
に
つ
つ
ま

れ
て
く
る
。 

⑫ 

美
吉
野 

 

伊
勢
系
。
ち
り
め
ん
地
の
澄
ん
だ
ピ

ン
ク
。
三
英
中
輪
。
富
野
耕
治
作
。
花

形
が
よ
く
、
葉
は
濃
緑
の
剣
葉
で
葉
姿

も
よ
い
。 

⑬ 

殊
勝 

 

肥
後
系
。
純
白
地
に
紺
紫
の
細
覆
輪
。

六
英
大
輪
。
伊
藤
東
一
作
。
白
い
部
分 

           

鶴の毛衣 

美吉野 

曙 光 

殊 勝 
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へ
紺
紫
色
の
染
み
出
し
が
少
な
く
、
こ

の
種
の
覆
輪
花
の
な
か
で
最
も
美
し

い
。
や
や
平
咲
き
。
爽
や
か
で
お
お
ら

か
に
咲
く
。 

⑭ 

雲
井
の
雁
（
一
頁
参
照
） 

 

肥
後
系
。
純
白
地
に
紅
の
細
覆
輪
。

六
英
大
輪
。
押
田
成
夫
作
。
花
形
、
花

色
と
も
に
前
者
「
殊
勝
」
に
似
て
最
も

美
し
い
。 

⑮ 

舞
扇 

 

肥
後
系
。
明
る
い
藤
紫
に
鮮
明
な
自

筋
が
入
る
。
六
英
大
輪
。
平
尾
秀
一
作
。

芯
も
白
く
て
美
し
い
。 

⑯ 

潮
流
（
一
頁
参
照
） 

 

江
戸
系
。
青
紫
色
に
鮮
明
な
白
筋
が

入
る
。
三
英
中
輪
。
加
茂
花
菖
蒲
園
作

出
。
芯
も
白
く
、
色
も
爽
や
か
で
美
し

い
。 

⑰ 

霓
裳
羽
衣 

           

 

江
戸
古
花
。
濃
紅
に
白
筋
が
入
る
。 

八
重
大
輪
。
松
平
菖
翁
作
。
平
咲
き
で

芯
も
白
く
て
美
し
い
。 

⑱ 

夕
日
潟 

 

江
戸
古
花
。
六
英
中
輪
。
紅
に
白
小

脈
と
底
白
。
平
咲
き
で
中
心
部
の
底
白

部
分
が
鮮
や
か
で
、
あ
か
抜
け
し
た
印

象
の
花
。 

⑲ 

朝
戸
開
（
一
頁
参
照
） 

 

江
戸
系
。
澄
ん
だ
濃
い
ブ
ル
ー
に
白

筋
が
鮮
や
か
に
入
る
。
三
英
中
輪
。
平

尾
秀
一
作
。
芯
も
白
く
て
美
し
い
。 

⑳ 
清
少
納
言
（
一
頁
参
照
） 

 
江
戸
系
。
明
る
い
藤
紫
地
に
細
い
白

筋
が
入
る
。
三
英
中
輪
。
平
尾
秀
一
作
。

芯
の
中
心
は
白
く
、
整
っ
た
花
形
と
上

品
な
花
色
は
美
し
い
。 

 

以
上
の
品
種
を
記
し
て
み
る
と
、
共
通 

点
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
こ
れ
を
ま 

           

と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

① 

花
弁
の
芯
が
力
強
く
、
花
弁
と
の
調 

 

和
が
と
れ
て
い
る
こ
と
。 

② 

花
弁
の
芯
の
色
が
白
く
、
爽
や
か
な 

 

こ
と
。 

③ 

花
色
が
澄
ん
で
美
し
い
こ
と
。 

④ 

花
と
葉
の
姿
が
調
和
し
て
い
る
こ 

 

と
。 

 
 

こ
れ
は
単
に
私
の
意
見
で
は
な
く
、
識

者
が
肥
後
花
菖
蒲
を
評
価
す
る
着
眼
点
と

し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
で
、

ま
と
め
て
み
た
。 

① 

西
田
一
声
「
熊
本
花
菖
蒲
」 

新
花

卉
第
六
号
、
一
九
五
五
年
タ
キ
イ
種
苗
刊 

「
人
は
心
を
第
一
と
す
る
如
く
花
に

も
花
の
心
が
あ
り
品
格
を
第
一
と
さ

れ
る
。
こ
れ
は
何
ん
と
言
っ
て
も
花
に

持
つ
大
切
な
芯
の
形
状
で
こ
の
芯
は

花
の
全
体
を
支
配
す
る
に
足
る
ど
っ

し
り
と
大
き
く
三
方
に
配
置
さ
れ
て 

い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」 

②
東 

秀
光
「
肥
後
花
菖
蒲
の
鉢
植
え
展

示
の
方
法
」
日
本
花
菖
蒲
協
会
会
報
第
二

八
号
、
二
〇
〇
〇
年
刊 

「
芯
の
大
き
さ
が
こ
の
花
の
品
種
改

良
の
着
眼
点
で
、
人
間
に
お
き
換
え
る

と
、
心
で
、
小
さ
い
芯
は
小
心
者
と
し

て
嫌
わ
れ
た
。」 

③
加
茂
元
照 

「
光
田
義
男
さ
ん
の
想
い

出
」
日
本
花
菖
蒲
協
会
会
報
第
二
九
号
、

二
〇
〇
一
年
刊 

「
濃
い
鮮
や
か
な
紫
筋
の
入
る
色
彩

は
満
月
会
、
衆
芳
園
を
は
じ
め
、
多
く

の
肥
後
系
育
種
家
に
嫌
わ
れ
、
意
識
的

に
代
々
抜
き
捨
て
ら
れ
て
き
た
の
で

旧
肥
後
系
品
種
の
中
に
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
白
筋
は
あ
る
が
紫
筋
の
花
は
な

か
っ
た
の
で
す
。
肥
後
系
で
は
紫
筋 

の
花
は
「
下
品
」
と
し
て
捨
て
る
の
が

習
い
で
し
た
。」 

④
平
尾
秀
一
・
加
茂
元
照
著
『
最
新
花
菖

蒲
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
一
九
八
一
年
誠
文
堂

新
光
社
刊 

「
元
来
肥
後
系
に
お
い
て
は
弁
に
濃

色
の
筋
を
も
つ
花
や
、
芯
の
色
が
花
弁

の
色
よ
り
も
濃
い
花
は
下
品
で
あ
る

と
し
て
、
甚
だ
し
く
嫌
わ
れ
て
い
た
。
」 

  

肥
後
花
菖
蒲
に
限
ら
ず
、
江
戸
系
・
伊

勢
系
な
ど
、
花
菖
蒲
全
般
を
通
じ
て
、
私

の
好
き
な
花
は
共
通
し
て
い
る
よ
う
に

思
う
。 

 

そ
し
て
松
平
菖
翁
、
西
田
一
声
、
伊
藤

東
一
、
押
田
成
夫
、
平
尾
秀
一
、
富
野
耕

治
各
氏
の
、
右
の
よ
う
な
花
々
を
作
出
さ

れ
た
ご
努
力
と
、
花
を
選
ぶ
目
の
確
か
さ

に
、
改
め
て
感
服
し
て
い
る
。 

 

今
後
も
好
き
な
品
種
を
大
切
に
育
て
、

毎
年
、
花
を
精
一
杯
に
咲
か
せ
て
、
花
を

観
賞
す
る
楽
し
み
を
続
け
て
い
き
た
い
。 

霓裳羽衣 

舞 扇 


